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1. 平成30年12月期第2四半期の連結業績（平成30年1月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第2四半期 2,474 29.8 118 △44.8 109 △47.9 69 △49.5

29年12月期第2四半期 1,906 3.6 215 0.0 209 0.2 138 △0.0

（注）包括利益 30年12月期第2四半期　　69百万円 （△49.5％） 29年12月期第2四半期　　138百万円 （△0.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第2四半期 6.17 6.14

29年12月期第2四半期 12.25 12.21

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年12月期第2四半期 6,407 2,377 36.7 207.06

29年12月期 4,881 2,445 49.4 213.27

（参考）自己資本 30年12月期第2四半期 2,349百万円 29年12月期 2,413百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 0.00 ― 13.00 13.00

30年12月期 ― 0.00

30年12月期（予想） ― 13.50 13.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年12月期の連結業績予想（平成30年 1月 1日～平成30年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,674 8.6 712 12.9 681 9.3 449 8.5 39.68

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期2Q 11,345,000 株 29年12月期 11,315,000 株

② 期末自己株式数 30年12月期2Q 66 株 29年12月期 66 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期2Q 11,342,282 株 29年12月期2Q 11,307,934 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。そのため、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府・日銀の各種政策によって、企業業績は堅調に推移し、

輸出、設備投資が緩やかに増加するとともに、失業率が歴史的低水準となるなど、景気の回復が持続いたしまし

た。しかしながら、雇用環境の改善を背景とした楽観的な見方がある一方で、足踏み状態が続く個人消費に加え、

保護主義政策に起因した貿易摩擦や金融資本市場の変動の影響など、不確実性が多数存在しており、景気の先行き

は不透明な状況にあります。 

不動産関連業界におきましては、低金利が継続する住宅ローン等が住宅購入の後押しとなるなど、住宅需要は安

定的に推移いたしました。また、用地価格や建築コストの上昇から、首都圏を中心に新築マンションの販売価格が

高止まりしている一方で、立地・環境面の選択肢が幅広く、新築住宅と比較すると割安感のある中古住宅の取引件

数は緩やかながら増加傾向で推移しております。 

このような経営環境のなかで当社グループにおきましては、中古住宅・リフォーム市場の活性化に向けた国策を

背景に、「中古住宅×リフォーム×ＦＰ」の取扱件数増加に取り組むなど、ワンストップ体制のシナジー最大化戦

略に注力することで、持続的成長と高収益な事業基盤の実現を目指してまいりました。 

まず、流通店舗への来店顧客数増加を目的に、インターネット媒体の集客力強化に取り組み、住宅を購入される

お客様の来店件数が前年同期比7.5％増加するなど、ワンストップサービスの販売機会が増加いたしました。更

に、流通事業に集まる売却情報を活かし、お客様のリフォーム検討に適した中古住宅を開発分譲事業で確保してお

く戦略も奏功し、リフォームの提案機会が増加いたしました。 

また、平成30年３月31日に覚王山営業所（名古屋市千種区）を出店し、「住まいのワンストップサービス」の更

なる発展に向け、従来の関西圏から中部圏へ営業エリアを拡大いたしました。一方、中部圏への活動エリア拡大に

伴う各種投資をはじめとし、出店ペースの加速を見据えた人員の獲得や業務効率向上を目的とした設備投資など、

将来の事業展開に関する先行費用が発生しております。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高2,474百万円（前年同期比29.8％増）、営業

利益118百万円（同44.8％減）、経常利益109百万円（同47.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益69百万円

（同49.5％減）となりました。 

 

報告セグメントの概況は、次のとおりであります。 

 

流通事業におきましては、事業間シナジーの基軸として各種連携に取り組んだ結果、中古住宅を購入されるお客

様へのリフォーム提案の機会や開発物件の仕入が増加いたしました。なお、覚王山営業所の出店関連や今後の出店

計画を踏まえた増員などの費用が発生しております。この結果、売上高は472百万円（前年同期比0.5％減）、営業

利益は89百万円（同38.4％減）となりました。 

リフォーム事業におきましては、流通店舗に来店されたお客様に対して、住宅購入の検討段階から積極的にリフ

ォームを提案する営業戦術が奏功し、リフォームの請負単価が向上いたしました。更に、多様化するお客様のこだ

わりやライフスタイルをフルオーダーで実現していくにあたり、ワンストップ体制（営業・設計・積算・施工管

理）の生産性向上や今後見込まれる取扱件数の増加を踏まえ、営業・施工管理を増員いたしました。この結果、売

上高は638百万円（前年同期比7.2％増）、営業利益は113百万円（同2.4％増）となりました。 

開発分譲事業におきましては、流通店舗に集まる売主様直接の売却情報を活用するなど、今後の販売物件を積極

的に仕入れるとともに、今年中に販売を予定している仕入済物件の企画立案と開発工事に取り組みました。また、

自社物件の現場数増加に伴う販売人員の増強により、一時的に営業費用の負担が大きくなったものの、第２四半期

までの販売は堅調に進捗いたしました。この結果、売上高は1,283百万円（前年同期比80.9％増）、営業利益は56

百万円（同19.1％減）となりました。 

受託販売事業におきましては、シナジー効果の最大化戦略にもとづき、他社から受託する販売物件数を抑え、自

社物件の販売に経営資源を注力するなど、経営方針の転換が奏功いたしました。この結果、売上高は36百万円（前

年同期比28.9％増）、営業利益は30百万円（同425.5％増）となりました。 

不動産取引派生事業におきましては、流通事業で成約されたお客様に対して、住宅ローン事務代行と損害保険の

紹介など、ワンストップサービスの収益性向上に取り組みました。また、受託販売事業に連動した広告制作業務に

関しては、受託現場数の減少に伴い売上高が前年同期比11.7％減少いたしました。この結果、売上高は64百万円

（前年同期比22.0％減）、営業利益は29百万円（同29.2％減）となりました。 

その他の事業におきましては、他社のコーポレートサイトや採用サイトの制作をはじめとした企業ブランディン

グ、並びに営業ノウハウ「中古住宅×リフォーム」やスカウト型採用の実績を活かした採用支援などのコンサルテ

ィング業務の受注に取り組みました。また、ダイバーシティ甲陽園（シェアハウス）の入居率は８割前後で推移い

たしました。この結果、売上高は74百万円（前年同期比4.2％減）、営業利益は10百万円（同46.2％減）となりま

した。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の概況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末より1,525百万円増加し、6,407百万円

となりました。 

流動資産の残高は、前連結会計年度末より1,518百万円増加し、4,696百万円となりました。主な要因といたしま

しては、積極的な仕入によりたな卸資産（販売用不動産及び未成工事支出金等）が1,366百万円、受取手形及び売

掛金が76百万円、その他(流動資産)が45百万円、現金及び預金が21百万円それぞれ増加したことによるものであり

ます。 

固定資産の残高は、前連結会計年度末より７百万円増加し、1,709百万円となりました。主な要因といたしまし

ては、投資その他の資産が11百万円増加した一方で、有形固定資産が３百万円減少したことによるものでありま

す。 

流動負債の残高は、前連結会計年度末より1,218百万円増加し、2,698百万円となりました。主な要因といたしま

しては、開発分譲物件の仕入資金として短期借入金が1,308百万円、並びにその他（流動負債）が92百万円それぞ

れ増加した一方で、１年内返済予定の長期借入金が89百万円及び未払法人税等が60百万円、仕入債務等の支払いに

より支払手形及び買掛金が31百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

固定負債の残高は、前連結会計年度末より375百万円増加し、1,331百万円となりました。これは、低金利を活か

した財務基盤の強化により長期借入金が375百万円増加したことによるものであります。 

純資産の残高は、前連結会計年度末より68百万円減少し、2,377百万円となりました。主な要因といたしまして

は、親会社株主に帰属する四半期純利益を69百万円計上した一方で、平成29年12月期の期末配当金を147百万円実

施したことにより、利益剰余金が77百万円減少いたしました。また、新株予約権の行使により、資本金及び資本剰

余金がそれぞれ６百万円増加した一方で、新株予約権が４百万円減少いたしました。 

 

②キャッシュ・フローの状況に関する分析 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ21百万円増加し、1,551百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況

とその要因は以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純利益109百万円に対し、開発分譲物

件の新規仕入等によりたな卸資産（販売用不動産及び未成工事支出金等）の増加1,366百万円、法人税等の支払額

106百万円、売上債権の増加76百万円並びに仕入債務の減少31百万円、前渡金の増加30百万円によりそれぞれ資金

が減少した一方で、自社物件の販売契約に伴う前受金の増加58百万円及び未払費用の増加21百万円によりそれぞれ

資金が増加したことを主な要因として、1,415百万円の資金減少（前年同期は994百万円の資金減少）となりまし

た。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、流通店舗の新規出店に関する改装工事等の有形固定資産の

取得による支出17百万円を主な要因として、19百万円の資金減少（前年同期は14百万円の資金減少）となりまし

た。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、開発物件の仕入資金等として短期借入金が1,308百万円並

びに財務内容の改善を目的とした借換え実施等により長期借入れによる収入741百万円の資金がそれぞれ増加した

一方で、長期借入金の借換え等により長期借入金の返済による支出（１年内返済予定の長期借入金を含む）455百

万円、配当金の支払額146百万円の資金がそれぞれ減少したことを主な要因として、1,456百万円の資金増加（前年

同期は551百万円の資金増加）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間は、開発分譲事業の業績とリフォーム事業の請負契約が堅調に推移しており、第２四

半期末のリフォーム受注残高が583百万円（前年同期比31.7％増）となっております。 

なお、平成30年６月に発生した大阪北部地震に伴い、被災されたお客様への緊急対応を優先したこと、並びに進

行中工事の遅延などにより、利益率の高いリフォーム工事の完了・引渡しを下半期に持ち越しましたが、現在は通

常対応に戻りつつあり、通期業績に対しては概ね計画通りに進捗していることから、平成30年２月13日公表の連結

業績予想を変更しておりません。 

- 3 -

㈱ウィル（3241）平成30年12月期第２四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,530 1,551 

受取手形及び売掛金 324 400 

販売用不動産 907 939 

未成工事支出金 340 1,675 

未成業務支出金 0 － 

繰延税金資産 36 45 

その他 38 83 

流動資産合計 3,177 4,696 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 767 797 

土地 1,086 1,086 

その他 113 96 

減価償却累計額 △378 △395 

有形固定資産合計 1,589 1,585 

無形固定資産    

のれん 2 1 

その他 8 11 

無形固定資産合計 11 12 

投資その他の資産 100 111 

固定資産合計 1,701 1,709 

繰延資産 1 1 

資産合計 4,881 6,407 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 181 149 

短期借入金 512 1,820 

1年内返済予定の長期借入金 447 357 

未払法人税等 113 52 

その他 225 317 

流動負債合計 1,479 2,698 

固定負債    

長期借入金 955 1,331 

固定負債合計 955 1,331 

負債合計 2,435 4,029 

純資産の部    

株主資本    

資本金 271 277 

資本剰余金 191 198 

利益剰余金 1,950 1,873 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 2,413 2,349 

新株予約権 32 28 

純資産合計 2,445 2,377 

負債純資産合計 4,881 6,407 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 1,906 2,474 

売上原価 1,474 2,104 

売上総利益 432 369 

販売費及び一般管理費 216 251 

営業利益 215 118 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 0 

その他 1 1 

営業外収益合計 1 1 

営業外費用    

支払利息 6 10 

その他 0 0 

営業外費用合計 7 11 

経常利益 209 109 

税金等調整前四半期純利益 209 109 

法人税、住民税及び事業税 76 47 

法人税等調整額 △5 △8 

法人税等合計 70 39 

四半期純利益 138 69 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 138 69 

 

- 5 -

㈱ウィル（3241）平成30年12月期第２四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 138 69 

四半期包括利益 138 69 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 138 69 

 

- 6 -

㈱ウィル（3241）平成30年12月期第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

 
 

 
（単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 209 109 

減価償却費 22 21 

受取利息及び受取配当金 △0 △0 

支払利息及び支払保証料 6 10 

売上債権の増減額（△は増加） 8 △76 

たな卸資産の増減額（△は増加） △815 △1,366 

前渡金の増減額（△は増加） △59 △30 

仕入債務の増減額（△は減少） △160 △31 

未払金の増減額（△は減少） 7 5 

未払費用の増減額（△は減少） △7 21 

前受金の増減額（△は減少） 10 58 

その他 △56 △20 

小計 △835 △1,297 

利息及び配当金の受取額 0 0 

支払利息及び支払保証料の支払額 △8 △11 

法人税等の支払額 △151 △106 

営業活動によるキャッシュ・フロー △994 △1,415 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △14 △17 

有形固定資産の売却による収入 - 0 

無形固定資産の取得による支出 - △2 

投資活動によるキャッシュ・フロー △14 △19 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 267 1,308 

長期借入れによる収入 640 741 

長期借入金の返済による支出 △217 △455 

配当金の支払額 △138 △146 

その他 △0 8 

財務活動によるキャッシュ・フロー 551 1,456 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △457 21 

現金及び現金同等物の期首残高 1,565 1,530 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,107 1,551 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成29年１月１日 至平成29年６月30日）

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３   流通 リフォー

ム 
開発分譲 受託販売 不動産 

取引派生 
計 

売上高                    

外部顧客への売上高 442 571 709 23 82 1,829 77 1,906 － 1,906 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
33 24 － 4 － 61 0 62 △62 － 

計 475 595 709 27 82 1,890 77 1,968 △62 1,906 

セグメント利益 144 110 69 5 42 372 19 392 △176 215 

 
    （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う

広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、教育事業及びシェアハウス事業等を含んでおり

ます。

       ２．セグメント利益の調整額△176百万円には、セグメント間取引消去△19百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△157百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

       ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成30年１月１日 至平成30年６月30日）

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  流通 
リフォー

ム 開発分譲 受託販売 
不動産 

取引派生 計 

売上高                    

外部顧客への売上高 406 621 1,283 23 64 2,400 73 2,474 - 2,474 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
65 16 - 12 - 94 0 95 △95 - 

計 472 638 1,283 36 64 2,495 74 2,569 △95 2,474 

セグメント利益 89 113 56 30 29 318 10 328 △210 118 

 
    （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う

広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、教育事業及びシェアハウス事業等を含んでおり

ます。

       ２．セグメント利益の調整額△210百万円には、セグメント間取引消去△27百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△183百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

       ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
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